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の背景、目的、取組の概要 

 
～火山研究と火山研究人材の現状を踏まえて～ 
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１．本プロジェクトの背景と目的 

２．本プロジェクトの枠組み 

３．次世代火山研究推進事業の概要 

４．火山研究人材育成コンソーシアム構築事業の概要 
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１．本プロジェクトの背景と目的 
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○ 他分野との一層の連携や国際交流の促進、火山学コミュニティ全体での取組み等に

よる若手人材の確保・育成 

○ 研究と人材育成の相乗効果を目指した総合的なプロジェクトの構築を検討 

○ 火山研究者の地域防災への貢献、特に火山防災協議会等への地元大学の研究者等

の積極的な参画を期待 

○ 火山の観測データの流通・公開を一層積極的に推進  

○ 火山噴火予測のような不確実性を含むような情報の活用の研究の促進 

       （社会科学との連携の一層の強化） 等 

                    御嶽山の噴火を踏まえた火山観測研究の課題と対応について 
                 （平成26年11月 科学技術・学術審議会 測地学分科会 地震火山部会 決定） 

○ 御嶽山における継続的な観測研究体制の充実 

○ 水蒸気噴火前の先行現象に関する研究の強化 

○ 重点火山の考え方の拡張 

○ 全国の研究機関の研究者が共同し、集中的な機動的観測研究体制の構築を検討 

○ 火山観測データの一元的な流通と共同研究の推進 

観測体制の強化・充実等 

人材育成、防災・減災への貢献等 
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火山研究 
・従前の観測研究に加え、他分野との連   

  携・融合のもと「観測・予測・対策」の一 

  体的な火山研究の推進 

・火山観測データの一元的流通の推進 

 
 

人材育成 
・火山研究の主要３分野（地球物理学、 

 地質・岩石学、地球化学）の他、工学、 

 社会科学など多岐の分野を体系的 

 に学ぶことの出来る場の構築 

火山噴火に対する減災・防災対策に貢献するには 

① 火山災害の軽減に資する火山研究の推進 

② 広く社会で活躍する火山研究人材の裾野の拡大とともに 

     火山に関する広範な知識と高度な技能を有する火山研究 

     者となる素養のある人材の育成    が必要 

• 既存の火山研究は「観測」が中心で、防災・減災に資する「観測・
予測・対策」の一体的な火山研究の実施には至っていない 

• 火山研究者が約８０人と少数 
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現状 



 

２．本プロジェクトの枠組み 
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  文部科学省指名によるプロジェクト・リーダー（PL)、２名のプロジェクト・アドバイザー（PA) 

     PL：藤井敏嗣   総括担当PA ：西垣隆  リスコミ担当PA ：関谷直也 

① 次世代火山研究推進事業 

② 火山研究人材育成コンソー 
      シアム構築事業 

事業期間：平成28年度～平成37年度（10年） 

火山噴火の 
発生確率を提示 

直面する火山災害への対応 
（災害状況をリアルタイムで把握

し、活動の推移予測を提示） 

理学にとどまらず工学・ 
社会科学等の広範な知識を
有する研究者を育成・確保 

（80人→160人） 

 
アウトプット 
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事業推進体制 

火山災害の軽減に貢献するため、他分野との連携・融合を図り、「観測・予測・対策」の

一体的な火山研究と火山研究者の育成・確保を推進するため、下記２事業より構成 



次世代火山研究推進事業 

 
         【課題Ａ】 
        
 

【コンソーシアム参加機関】 
 

文部科学省 

火山研究人材育成コンソーシアム構築事業 

火山研究人材育成コンソーシアム 

指示 意見 

    

  

事業管理 

プロジェクト・リーダー（ＰＬ） 
 【補佐】総括担当プロジェクト・アドバイザー（ＰＡ） 

     リスクコミュニケーション担当プロジェクト・アドバイザー（ＰＡ） 

火山研究運営委員会 

（年２回程度） 

連携    

【課題Ｂ】 【課題Ｅ】 

人材育成運営委員会 
（年２回程度） 

    

【コンソーシアム代表機関】 
 
 

【コンソーシアム協力機関】 

事業実施体制 

報告 報告 

統括 
指導・助言 

参画 

【課題Ｄ】 

サブテーマ 
３つ 

【課題Ｃ】 

統括 
指導・助言 

＊各課題間で連携 

＊他分野の 
  参加促進 

サブテーマ 
３つ 

サブテーマ 
４つ 
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研究集会 
（年２回程度） 

 

総合協議会 
 （年２回） 



 

３．次世代火山研究推進事業の概要 
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次世代火山研究推進事業 
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○課題Ａ：各種観測データの一元化 

○課題Ｂ：先端的な火山観測技術の開発 
サブテーマ１：新たな技術を活用した火山観測の高度化 
サブテーマ２：リモートセンシングを活用した火山観測技術の開発 
サブテーマ３：地球化学的観測技術の開発 
サブテーマ４：火山内部構造・状態把握技術の開発 

 

○課題Ｃ：火山噴火の予測技術の開発 
サブテーマ１：火山噴出物分析による噴火事象分岐予測手法の開発 
サブテーマ２：噴火履歴調査による火山噴火の中長期予測と噴火推 
       移調査に基づく噴火事象系統樹の作成 
サブテーマ３：シミュレーションによる噴火ハザード予測手法の開発 

 

○課題Ｄ：火山災害対策技術の開発 
サブテーマ１：無人機（ドローン等）による火山災害のリアルタイム 
       把握手法の開発 
サブテーマ２：リアルタイムの火山灰ハザード評価手法の開発 
サブテーマ３：火山災害対策のための情報ツールの開発 

 

○課題Ｅ：火山観測に必要な新たな観測技術の開発 11 
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B3 : 
地球化学観測 

B4:  
地震・地殻変動観測 

C1: 
噴出物分析 

C2: 
噴火履歴・推移調査 

C3: 
シミュレーション 

B1: 
ミュオン 
ラジオグラフィ― 

B2:  
リモートセンシング 
技術 

D1:ドローン等による 
即時災害把握 

D2:降灰確率評価 

A：一元化 
 
火山観測データ一元化システム・データベース 
事象系統樹・確率表現 
可視化ツール 

自
治
体
・
火
山
専
門
家

 

D:対策 B:観測 C:予測 

観測データ 
予測情報 

D3:情報ツール 
   開発 定

常
観
測 

E:新技術 



課題E1: 空中マイクロ波送電技術を用いた 
火山観測・監視装置の開発 

UAV（ドローン）技術とマイクロ波送電技術の組み合わせにより、活火山

等の到達不可能地域における観測・監視装置の設置と機器動作のため
の電源供給、および観測データの回収を効率的に行う機器の開発 

活火山の周辺の観測では、商用電源や通信手段が確保できない 

・電源：太陽電池→火山灰や噴石などによる能力低下や破損 

・データ伝送：携帯電話・無線通信→電波の範囲が限られる。 

                       基地局損傷の危険性 

火口周辺設置の観測機器のデータの安全回収手法 

九州大学 地震火山観測研究センター・京都大学 生存圏研究所・ 
京都大学 防災研究所・（株） 翔エンジニアリング 13 



補助装置

マイクロ波給電

観測データ回収 

マルチコプター

マルチコプタ-基地基地局

飛行経路
データ

地上観測装置 

無人航空機（ドローン）技術とマイクロ波送電技術の組み合わせ 

活火山の等の到達不可能地域における観測・ 
監視装置の設置と給電・データ回収 
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伊豆大島でのデータ回収実験風景 
2016.11 

マイクロ波送電技術の活用 

宇宙太陽発電所構想の最先端技術
（京都大学 生存圏研究所 篠原真
毅教授）をドローンｖｓ火山観測装置
に適用 
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課題E2: 位相シフト光パルス干渉法を用いた   
振動観測システムの総合的評価  

活火山の地震計は、落雷、火山ガスによる腐食、高温など劣悪環境 

金属や金属ケーブルを使わない地震計の開発 

センサー部 信号処理部 

光学回路 電子回路 

データ 

光ファイバー 
 （～20km） 

火山地帯の定常観測 
海底火山の観測 

秋田大学・（株）白山工業・東京工業大学（協力機関） 16 
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

シフト光パルス干渉法を用いた振動観測システム  

17 



本システム観測点（坑道内設置・加速度記録） 

通常観測点（地表設置・速度記録） 

最寄りの発破点 

赤枠内：本システム観測波形（速度記録換算済み） 
                        （単位：m/s） 
枠外：反復探査観測点波形(4.5Hz速度計)  
                        （単位： Volt) 

Plan view 

Section 

最も遠い発破でもほぼ同等の記録が得られた。 

桜島火山構造探査の人工地震観測波形 

通常の地震計と整合的な観測波形！ 
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４．火山研究人材育成コンソーシアム構築事業の概要 
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火山研究人材育成コンソーシアム構築事業 
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 ＜火山噴火に対する減災・防災に貢献する火山研究人材に求められる資質＞ 
 

➀火山に関する広範な知識や技能（主要３分野に精通） 
     ＊主要3分野･･･地球物理学、地質・岩石学、地球化学 

➁研究成果を社会へ還元する力 
➂火山防災の現場で役立つ社会防災的な知識 
             

国内外の研究資源・教育資源を結集、火山研究人材育成コンソーシア
ムを構築 
主要3分野＋工学、社会科学などの関連分野を体系的に学ぶ火山研
究人材育成プログラムを策定・実施 

広く社会で活躍する火山研究人材の裾野を拡大 

火山に関する広範な知識と高度な技能を有する
火山研究者となる素養のある人材を育成 

事業の概要 



次世代火山研究・人材育成プロジェクトの
めざすもの 

• 直面する火山災害への対応 

–火山災害状況リアルタイム把握 

• 火山噴火発生確率の提示 

–長期的噴火ポテンシャル 

–切迫性評価 

–短期的噴火予知 

• 理学にとどまらず工学・社会科学等の広範な知
識を有する研究者の育成・確保 
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